全国大学人権教育交流会
研究発表会・研究報告会のお知らせ
○開催日時：2014年3月30日（日）　受付10時30分～
＜第一部＞11時00分～12時30分　＜第二部＞13時30分～17時00分
○場　　所：関西学院大学大阪梅田キャンパス　K.G.ハブスクエア　1406教室
大阪市北区茶屋町19－19　アプローズタワー内　Tel：06－6485－5611
（阪急梅田駅茶屋町口から5分）
○参 加 費：1,500円　　学生他1,000円（当日頂きます）
○参加予定の方は、以下の場所に連絡してください。当日参加もできます。
北山雅博　関西学院大学人権教育研究室　西宮市上ヶ原一番町1－155
mail：masahi@kwansei.ac.jp　　Tel&Fax：0798－54－6720
○お問い合わせ：上記または、加藤昌彦  masahiko_kato1234@yahoo.co.jp　まで
＜第一部＞　会員による研究発表会 　　11:00-12:30
テーマ：「旅する民俗学者・宮本常一のなにが私達をとらえるのか
－宮本の故郷周防大島・旅をとおしての「生活誌」・人権へのまなざし－」
発表者：下橋　邦彦さん（教師駈け込み寺主宰）
	発表概要　宮本常一は、1907年8月1日、山口県周防大島に生まれた。10歳まで祖父・市五郎の手元で育てられた。父・善十郎、母・マチの長男。浜辺の農家に生まれ、終生旅に次ぐ旅をしながらも、故郷を離れることはなく、「農民」であり続けた。が、大阪には縁の深い人で、16歳で大阪にいる叔父の世話で大阪逓信講習所に入り、翌年大阪高麗橋郵便局に勤務のかたわら市の内外を歩きまわる。天王寺師範２部、のち専攻科に学び教員資格を取得。大阪泉南泉北の小学校勤務（30歳頃まで）。渋沢敬三の強い要請により上京、アチックミューゼアム（のちの日本常民文化研究所）に入り、23年間そこで食客暮らしをしながら、全国を歩き回り、その土地土地の古老などの話を聴き、本にまとめる仕事を続ける。・・・ざっとこういった経歴が前半生。自伝的な書『民俗学の旅』の「はじめに」で宮本は書いている。
――私が民俗学という学問に興味を持つようになったのは私の育った環境によるものであると思う。幼少のときから十六歳まで、百姓として生きてゆく技術と心得のようなものを祖父母や父母から、日常生活の中で教えられた。そしてその後の私の生活は幼少のときの親身の人たちから教えられたことの延長として存在しているように思う。――
　その旅から得られた収穫は、未来社から40数冊の書物として刊行され、彼が旅の途上や故郷を写した二万枚に及ぶ写真として今日に遺されている。「旅する巨人」と称されるだけあって、その業績は多岐に及ぶが、日本文化の形成とは？を追い求め、「いくつもの日本」を、常民の語りを通して立証していった。とりわけ、西日本にその重点を置いて考察をしており、柳田民俗学をはるかにしのぐ、新しい地点にたつ民衆の「生活誌」として明らかにしていったことは、余人の追随を許さないし、多くの分野の研究者・文学者・思想家に与えた影響は大きい。とりわけ、私が心魅かれるのは、名著『忘れられた日本人』に収録された古老の語りである。学会では少数派であったが、優れた歴史学の世界を築いた網野善彦が、宮本を評して《下積みの世界に注がれた目》と書いているが、名もない「忘れられた」人に注がれたまなざしの温かさ、そこから汲みだせるものを汲みつくしたいという熱情には、瞠目すべきものがある。そうした彼のまなざしは、幼少体験、その極貧生活にまつわる家族の「物語り」によって培われたものであるように思われる。かれの教師体験にも言及しつつ、そのあたりを報告し、みなさんと考えてみたい。
講師紹介　高校・大学教員を５０年にわたり経験してきた。いまは現職教員のサポートをやっている。そのための〈学校訪問〉を続けている。この４月から、大学教員に復帰する予定で、月給取りになる恐さを自覚しながら、学生と向き合っていきたい。


＜第二部＞　研究報告会　　　13:30-17：00
　
テーマ：「同和教育・人権教育－私の歩いてきた道」　　　　　　　　13：30‐15：00
報告者：林　力さん（同和教育・人権教育運動家）
	講師紹介
1924年生まれ。福岡県の識字運動、同和教育・人権教育運動家。1961年創立の福岡県同和教育研究協議会の創立者（26年間会長・現在顧問）。全国同和教育研究協議会副会長などを歴任。2000年まで九州造形大学や九州産業大学教授（人権教育論）。九州大学を2013年に退任するまで、多数の九州の国公私立大学の非常勤講師。現在、ヒューマンライツ福岡県民会議事務局長、国立フィリピン・ミンダナオ大学名誉博士。ハンセン病に学ぶ会会長。福岡県人権研究所顧問。全国で講演活動を活発に展開されておられる。著書に『解放を問われ続けて』（1974年明治図書）『「癩者」の息子として』（1988年明石書店）『若き教師たちへ――「同和」教育運動に学んだこと』（1988年解放出版社）『人権百話』（解放出版社　1993年）『父からの手紙』（1997年草風館）『山中捨五郎記――宿業を越えて』（2004年皓星社）など多数。長い同和教育・人権教育の歩みを、優しく、しかし、深く話される。


　
テーマ：「高校での実践から学び、大学につなぐ人権教育の授業」　15：10‐16：40
報告１　報告者：山下　勉さん（大阪府立芥川高等学校）
	発表概要
「より良き社会の形成に向けて行動する力の育成」
　授業や部活動が現実社会と繋がり、様々な人々の生き方と出会った時、生徒たちは自分を見つめなおす。そして、今まで知り得なかった現実の様々な課題を知り、それを理解しようとする。それは主体的な学びである。主体的な学びは共感を伴った理解へと深化し、行動の原動力となる。生徒たちが教師のサポートを得て、社会に向けて行動した実践を報告する。
講師紹介
現在、大阪府立芥川高等学校社会科教員。府立高校に40年間勤務。芥川高校では、学校設定科目の「グローバルコミュニケーション」で関西大学総合情報学部と連携して、世界に開かれた教室を目指す参加体験型の授業を担当。また、和太鼓部を創部し、地域に根ざしたボランティア演奏活動、海外公演、チャリティコンサートなどに取り組む。


報告２　報告者：出水　正一さん（大阪府立芥川高等学校、関西大学）
	発表概要
「参加型学習を取り入れた大学での授業『人権教育論』の実践」
大学での授業「人権教育論」について、その手法に焦点を当て、その概要や学生の感想を報告する。グループワークでのディスカッションやロールプレイ、大阪市内各地のフィールドワーク、ゲストスピーカーの肉声等、そこから、自分の中で当たり前と考えていたことを問い直す学生の姿がある。対話を通して学習者が自ら気づきを得る「課題提起型教育」を追求する高校での取り組みに学び、大学の中で、それをどう生かし「人権教育」に繋いでいけるのか考えてみたい。
講師紹介
長年、大阪府立高校社会科教員として勤務。その間、「異文化理解」や「総合学習」など教科書のない授業に意欲を燃やす。また、人権学習でも「参加型」の授業の実践に取り組む。朝鮮文化研究会や「障害」者問題研究部の顧問もする。現在、関西大学で「人権教育論」も担当する。


質疑応答　　16：40‐17：00
